


「日本投資家デー」に世耕経済産業大臣が出席し、同
副首相との会談では、極東地域における日露協力をさ
らに発展させていくことで一致した。
2018 年 2 月には、東京で第 2回日露ハイレベル作
業部会及び第 5回エネルギー・イニシアティブ協議会
が開催されるなど、引き続き日露経済関係は進展して
いる。
8項目の「協力プラン」の個別分野では、「（3）中
小企業交流・協力の抜本的拡大」に関連し、2016 年 9
月、ウラジオストクで行われた東方経済フォーラムの
際、経済産業省とロシア連邦経済発展省が締結した、
中堅・中小企業分野における協力のためのプラット
フォーム創設に関する覚書に基づき、海外展開支援機
関や、自治体、金融機関などからなる日本側プラット
フォームを設立した。プラットフォームメンバーであ
る JETROにロシア展開の専門家を配置し、戦略策定
から販路開拓、パートナー探し、商談同行、契約締結
まで一貫して個別企業支援を行う仕組みを整備し、一
体的に支援を行っている。
また、「（4）エネルギー」に関連し、世耕経済産業
大臣はノヴァク・エネルギー大臣との間で 2016 年 11
月、エネルギー・イニシアティブ協議会第一回会合を
開催し、炭化水素、原子力、省エネ・再エネの各分野
についてワーキング・グループを設置した。2017 年 1
月の第二回会合では、各分野の協力プロジェクトにつ
いて、その早期の具体化を目指して協力を進めていく
ことを確認した。その後、第三回会合を同年 4月、第
四回会合を同年 9月、第五回会合を 2018 年 2 月に開
催し、協力分野の具体化を進めている。
成果の例として、2017 年 9 月の独立行政法人石油

天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）とイルクー
ツク石油の間の東シベリアにおける共同探鉱プロジェ
クトの実施のための合弁事業設立に係る枠組み合意及
び同年 11 月の対象鉱区における地質調査の開始、
2018 年 1 月の省エネルギーセンター及びカムチャッ
カエネルギーセンターの協力による、カムチャッカ地
方における省エネルギー診断およびセミナーの実施、
2018 年 2 月のNEDO、ルスギドロ及びサハ共和国の
協力による、サハ共和国における風力発電を含むエネ
ルギーインフラ実証の開始等があげられる。これら事
業により、我が国のエネルギー供給源多角化・安定供
給確保、日本のエネルギー技術の導入及び両国間の経
済関係強化につながることが期待される。
「（5）ロシアの産業多様化・生産性向上」については、
2016 年 8 月、貿易経済に関する日露政府間委員会の
もとに産業分野における協力に関する分科会を設立し
た。同分科会での議論を踏まえ、①高い技術力や生産
性管理技術を備えた日本の専門家によるロシア企業の
IT化を含めた生産性診断及び改善指導、②ロシアの
裾野産業に従事する役員・ラインマネージャークラス
を日本に招聘し、生産工場の現場視察や日本の管理技
術・設備、IT化に関する研修等を行った。これら事
業により、日本の最先端設備をロシア企業に導入する
ことを目指すとともに、ロシア企業の生産性向上によ
り、ロシアに進出している日系企業のロシア企業から
の部品等の調達条件が改善され、ひいては日系企業の
市場シェア拡大につながることが期待される。
2017 年 11 月に開催された産業分野における協力に
関する分科会では、2018 年度も同事業を継続するこ
とを確認し、新たな対象企業が選定された。
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